
特定非営利活動法人ウヤギー沖縄 

 

平成 23 年度 農業ブランドを起こす第 1回セミナー 

「沖縄を元気にする農業ブランド」 

 

 

日 時：平成 23 年 5 月 21 日（土）午後 1 時半から 3 時半 

会 場：沖縄市コリンザ 2 階研修室 

講 師：農業生産法人 名護珈琲 代表 藤田 義彦 氏 

参加者：約 20 名 

 

今年度の第１回セミナーの講師には、長年に渡って有機農法による純国産コーヒーを手掛

け、「名護珈琲」というブランドでネット販売もしている藤田氏を迎え、ブランドとして売

り出すまでのご苦労をお話いただきました。セミナー終了後は参加者とともに座談会が催

されました。 

 

 

参加者の声 

50 代女性 

沖縄でコーヒーを作ることに驚き、そのコー

ヒーがブランドになっていることにも驚きま

した。発想が素晴らしいです。 

 

40 代女性 

インターネットの活用がこれからの農業に必

要だと考えた。 
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平成 23 年度 農業ブランドを起こす第２回セミナー 

「沖縄を元気にする農業ブランド」 

テーマ：ブランドって何？“おいしい沖縄ブランドの作り方” 

 

 

日時：平成２３年６月１９日（日）午後２時～４時 

場所：カルチャーリゾートフェスト―ネ研修室ＢＣ  

講師：特定非営利活動法人 島の風 理事長 納戸 義彦 氏。 

参加者：32 名 

 

 

講師プロフィール  納戸 義彦 氏 

 1953 年 福岡生まれ 

 1993 年 沖縄に移住 

 1996 年 伊是名島に転居 

ダイビングショップオープン 

 2005 年 ＮＰＯ法人 島の風 設立 

理事長に就任し、島を元気にする様々な事業を展

開する。 

 

今回のセミナーでは、伊是名島で「島のこしが島おこし」というミッションで活動して

いるＮＰＯ法人「島の風」理事長の納戸義彦さんを迎え、沖縄の農業ブランド確立により

近づいてゆきました。 

納戸さんは最初に、自身の展開するプロジェクトの「グローバルからローカルな戦略」

を 4 点紹介しました。一つ目は、商品は消費されて終わるので、島を守り、残すという運

動を商品として提供すること、次に、消費者を呼ぶのではなく、共感者・賛同者・支持者

というお客を相手にするということ、次に島の情感や文化が損なわれない規模で展開する

こと、最後に、若者の職業訓練と合わせて、島の生活を未来へつなげてゆくということで

す。 

次に納戸さんはブランドについての考え方を紹介しました。納戸さんによれば、ブラン

ドとは我々が商品をブランドにするのではなく、活動がブランドに成るということです。

そのためには地域の思想や哲学を抽出し理解することが重要で、更には事業展開における

様々な概念をきちんと定義し、言葉の表層をなぞらないでしっかりと展開してゆくことが

求められる、またターゲットやイメージ、展開方法や規模などについてオリジナルの戦略

を持つことが大事であると訴えました。 

最後に商品開発コンセプトについて、島の問題を解決する商品（運動）でなければなら



特定非営利活動法人ウヤギー沖縄 

 

ないとし次の 3 点、つまり①地域固有であること（ローカル）、②地域で生産・加工・メン

テナンスを行うこと（ローテク）、③島の生活を壊さない規模で展開すること（ローインパ

クト）が重要であるとしました。そして事業の展開について、拡大を目指す方法論から、

力強さの方法論が必要である、いうなれば「ローカルに深く生きる」ことが重要ではない

かと訴えました。講話の最後に納戸さんは「2 匹目のドジョウを探してコピーするのではな

く、その土地に合った新しい柳の木を植えてください、自然と大きなドジョウが住み始め

る」と締めくくりました。 

講話の後には納戸さんが島で島民と一緒になって開発した様々な産物が展示され、参加

者は試食をしながら直接質疑を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度 農業ブランドを起こす第３回セミナー 

「沖縄に農業ブランドを起こす」 

テーマ：「6次産業化って何？」 

 

日時：平成２３年７月１０日（日）午後１時半～３時  

会場：カルチャーリゾートフェスト―ネ研修室Ａ  

講師：特定非営利活動法人 食の風  

             代表理事 田﨑 聡 氏 

参加費：無料 

参加者：11 名 

 

講師プロフィール 田﨑 聡（タサキ サトシ）氏 

1956 年 東京生まれ 

1978 年 武蔵野美術大学卒業 

1986 年 重度の花粉症と沖縄病に悩まされ沖縄に移住 
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2004 年 沖縄・奄美スローフード協会設立 会長就任 

2010 年 ＮＰＯ法人 食の風 設立 代表理事就任 

移住後、雑誌「うるま」「沖縄スタイル」「沖縄に住む」「沖縄暮らし」等の

創刊編集長を経て、現在「食の風」を出版、現在に至る。「食農連携コーデ

ィネーター」としても活躍中。著書に「泡盛ブック」「泡盛王国」「沖縄食

材図鑑」等がある。 

 

今年度は「農業の６次産業化」について学び

ます。そこで第一弾として６次産業化プランナー

でＮＰＯ法人「食の風」代表理事の多﨑 聡 氏

をお迎えして、実践的な取り組み事例を詳しく紹

介していただきました。 

田崎さんはまず、農林漁業の 6 次産業化の必

要性についてお話ししました。田崎さんの指摘で

は①沖縄県は 28%という低い食料自給率で自治

体として自立できていないこと、②TPP 参加目

前にしてますます厳しくなる農林漁業者の現状

があること、③グローバル経済の中で沖縄の伝統

が損なわれていく現状があること、④ビジネス展

開する際に必須な「定量・定価・定品質」の要請

をクリアしなければならないこと、以上のことが

挙がりました。 

次に 6 次産業化の制度面の話では、「地域資源を

活用した農林漁業者による新事業の創出等及び地域の農林水産物の利用促進に関する法律」

（6 次産業化法）が平成 23 年 3 月 1 日に施行され、計画認定の相談と申請受け付けが始ま

っていることを紹介しました。また 6 次産業化法の認定を受ければ①農業改良資金（無利

子資金）の特例適用、短期運転資金の活用ができること、②認定後の事業実施について、

定期的に 6 次産業化プランナーがフォローすること、新商品の開発や販路拡大の取り組み

に対して 3 分の 2 の補助が受けられることなどのメリットがあるので是非活用してほしい

と訴えました。 

次に田崎さんは沖縄県内での 6 次産業化の取り組み事例を詳細にわたって紹介しました。

この中で田崎さんは、全国的にジャムや味噌、お茶などの取り組みが多いが嵩があるので

展開が難しいこと、パンや米とのセット販売にするなどの工夫が必要であることを指摘し

ました。また生産者はパッケージデザインなど広報を軽視しがちで、付き合いがあるから

という理由で安易にアマチュアに任せてしまう。生産者は顧客がパッケージデザインをも

とに購入を決めている現実を認識しなければならず、マーケットを勉強する必要があると
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指摘しました。 

その他、「我那覇畜産」や「もぐもぐファーム」、「八重瀬町プロジェクト」、「竹富島水牛

モッツァレラプロジェクト」、「ぬちゆくいプロジェクト」などの豊富な事例を紹介しまし

た。 

講演の最後には沖縄県で 6 次産業化プランナーを務める沖縄銀行経済研究所の担当者が

挨拶をしました。 

 

 

 

平成 23 年度 農業ブランドを起こす第４回セミナー 

「沖縄に農業ブランドを起こす」 

テーマ：「若者による農家支援セミナー」 

（インターネットを活用した農産物加工品の販売） 

 

日時：平成２３年９月１１日（日）午後２時～４時 

会場：コリンザ２階研修室（沖縄市中央２-２８-１） 

講師：株式会社アイデアガレージ 代表取締役 西尾 竜一 氏 

参加費：無料 

参加人数：20 名 

 

 

今回のセミナーでは、従来の農業従事者を始め、PC やインターネットになじみのない方

が参加しました。講師が実際にインターネットで買い物をしたり、ソーシャルネットワー

クにアクセスをして、ネット販売の実際を紹介しました。 

まず、西尾さんはツイッターやミクシィ、フェイスブックなどソーシャルネットワーク

を紹介しました。例えばネット上の「安くてイイ！」などの「つぶやき」と呼ばれるコメ

ントを通じ、消費者が商品の購入を決めるということが普通になっている。従来はインタ

ーネット販売やクレジット決済などには怪しくて危険だというイメージがあったが、現在

はそうでもない。インターネットでの検索でランキングの上位にあるものについては、多

くの人が閲覧し利用しているのでトラブルが起こりにくいと説明しました。さらにネット

上で多くの人に評価され薦められている商品を購入し、購入した人がさらに高評価のコメ

ントを残すことで、「イイネ」のネットワークが広がり、これが安心につながっているとい

うことです。 

反対に批判的なコメントの怖さも紹介しました。ネット上でよくある例として、「せっか

く行ったのに聞いた話と違う」といったコメントで、これを起点に多くの人が連鎖的にコ

メントをしあい、収拾がつかなくなることがある、当たり前のことだが、広告に嘘はつか
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ない、誠実さが現実よりも求められると指摘しました。 

続いて、西尾さん自らツイッターやミクシィ、フェイスブックなどのソーシャルネット

ワークに講師自らアクセスし、その画面構成やサービス、システムを詳しく紹介しました。

例えば、ソーシャルネットワークの検索機能を使い、農業や有機野菜、エコ、ロハスなど

に興味を持っている人々と簡単につながることができました。西尾さんによると、初めは

素朴で簡単なコミュニケーションだが、ひょんなことからビジネスに発展することもある

とのことです。また、多くの人に自分の HP を見てもらうために、商売とは全く関係のな

い面白い話題など、たとえば面白い形の規格外野菜の写真などが必要だと指摘しました。

そしてこれらのサービスは無料なので若者を巻き込んで展開すれば面白くなると訴え、「若

者と一緒に現代のツールを最大限に活用して、自分の作った産物を全国に発信していって

ください」と締めくくりました。 
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「沖縄に農業ブランドを起こす」第 5回セミナー報告 

テーマ：「農業の 6次産業化具体化セミナー」 

（その内容から申請方法まで） 

 

日 時：平成 23 年 10 月 26 日（水）午後 2 時～4 時 

会 場：コリンザ 2 階研修室（沖縄市中央 2-28-1） 

参加者 14 名 

講 師：伊村 睦男 氏 （沖縄 6 次産業化プランナー 中小企業診断士） 

田崎 聡 氏 （沖縄 6 次産業化プランナー 特定非営利活動法人 

「食の風」代表理事） 

 

近藤理事長あいさつ 

日本財団の助成を受けて、昨年は農商工連携具現

化に取り組み、今年度は「農業の 6 次産業化」に取

組むと今回のセミナーの趣旨を紹介しました。そし

て沖縄 6 次産業化サポートセンターを運営している

株式会社おきぎん経済研究所の推薦で、沖縄で活躍

している 6 次産業化プランナーのお二人を今回の講

師に迎えますと述べました。 

 

井村 睦男 氏 

井村氏は地域には有形無形の豊富な資源が存在するが、これらを大いに活用し儲かる農

林水産業を実現し、地域の雇用確保と所得向上を目指したい。この目標を支援するのが 6

次産業化であると述べました。そして氏は 6 次産業化の定義について次のように紹介しま

した。 

氏によると 6 次産業化とは農林漁業者が生産・加

工・流通(販売)を一体化し所得を増大させ、2 次 3 次

産業と連携し地域ビジネスの展開やあらたな展開を

作り出すことです。6 次産業化を進める中で、産地

ぐるみでの取り組みが生まれ、経営は多角化し、農

林水産物や食品の輸出が可能となり、儲かる農林水

産業を目指します。 

次に、この取り組みを支援するための法律、「地

域資源を活用した農林漁業者などによる新事業の創出等及び地域の農林水産物の利用促進

に関する法律」（6 次産業化法）が平成 23 年 3 月 1 日に施行されたと述べ、この法律によ

る認定を受ければ様々なメリットがあるとしました。具体的なメリットは①農業改良資金
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（無利子資金）特例適用、短期運転資金（新スーパーS 資金）が

活用できる、②認定後の事業実施についても定期的に 6 次産業化

プランナーがフォローアップすること、③新商品の開発や販路拡

大の取り組みに対して 2/3 の補助が受けられること、以上の 3 点

です。 

次に、沖縄県の 6 次産業化の取り組みのサポート体制を紹介

しました。沖縄 6 次産業化サポートセンターは(株)おきぎん経済

研究所が窓口であり、相談やサポートの流れをフローチャートで

確認しました。そして沖縄 6 次産業化プランナー5 名をそれぞれ

顔写真付きの資料で詳しく紹介しました。それぞれがデザインやマーケティング、商品開

発、経営管理などの専門家で、現在も第一線で活躍されている方ばかりで、参加者の注目

を集めました。 

 

 

田崎 聡 氏 

沖縄 6 次産業化プランナーである田崎氏は、ま

ず6次産業化の取り組みに必要な資金の調達につい

て、農業経営改善利子補給金等交付事業（新スーパ

ーS 資金）を紹介しました。この事業では無担保無

保証人で基金協会の債務保証を受けることが可能

であり、種苗代や雇用労賃、営農用備品や消耗品の

購入などの短期運転資金を利率 1.5%の低利率で調

達できると述べました。 

そして、この資金は 6 次産業化法認定者、もしくは認定農業者でないと借入できないの

で、是非とも事業者の認定を行ってくださいと資金の利用を訴えました。 

さらに事業者認定に関して、事業計画書の書き方や数字の読み込みなど難しい作業もあ

るが、プランナーに気軽に相談してください。民間だとコンサルタント料などかかるが、6

次産業化プランナーに相談すれば無料だと述べました。 

事業を展開するうえで、害虫駆除や匂いや土壌汚染など防ぎたい、食品の成分分析をし

たいなど個人の手に余る技術的な問題の解決は「社団法人 農林水産先端技術産業振興セ

ンター」に問合せしてくださいと連絡先などを紹介しました。 
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「沖縄に農業ブランドを起こす」第６回セミナー報告 

テーマ：「農業の 6次産業化具体化セミナー」 

（その内容から申請方法まで） 

 

日 時：平成 24 年 1 月 15 日（水）午後 2 時～4 時 

会 場：大浜信泉記念館多目的ホール（石垣島市字登野城 2－70） 

参加者 18 名 

講 師：田崎 聡 氏 （沖縄 6 次産業化プランナー  

特定非営利活動法人「食の風」代表理事） 

 

近藤理事長あいさつ 

日本財団の助成を受けて、今年度は「農業の 6 次産業化」に取組むと今回のセミナーの

趣旨を紹介しました。そして沖縄本島以外では初のセミナー開催となること、そこで沖縄 6

次産業化プランナーとして大活躍している田崎聡氏を今回の講師に迎えますと述べました。 

 

田崎 聡 氏 

田崎氏は、まず昨年本セミナーで扱った農商

工連携と農業の 6 次産業化の違いについて述べ、

地域には有形無形の豊富な資源が存在するが、

これらを大いに活用し儲かる農林水産業を実現

し、地域の雇用確保と所得向上を目指したい。

この目標を支援するのが 6 次産業化であると述

べました。しかし沖縄では売れるとなると皆す

ぐ真似をするので過当競争となり、共倒れにな

る事が多いと述べ、シ―クワーサ―の例を挙げ

ました。 

今まで生産者である農家はいつも被害者なので、農林漁業者が生産・加工・流通(販売)

を一体化し所得を増大させ、地域ブランドの新たな展開を作り出すこと、6 次産業化を進め

る中で、産地ぐるみでの取り組みが生まれ、経営は多角化し、儲かる農林水産業を目指す

ことを強調しました。 

次に、6 次産業化の取り組みに必要な資金の調達について、農業経営改善利子補給金等

交付事業（新スーパーS 資金）を紹介しました。この事業では無担保無保証人で基金協会の

債務保証を受けることが可能であり、種苗代や雇用労賃、営農用備品や消耗品の購入など

の短期運転資金を利率 1.5%の低利率で調達できると述べました。 
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そして、この資金は 6 次産業化法認定者、

もしくは認定農業者でないと借入できない

ので、是非とも事業者の認定を行ってくださ

いと資金の利用を訴えました。 

さらに事業者認定に関して、事業計画書

の書き方や数字の読み込みなど難しい作業

もあるが、プランナーに気軽に相談してくだ

さい。民間だとコンサルタント料などかかる

が、6 次産業化プランナーに相談すれば無料

だと述べました。 

 

 続いて沖縄の身近な例として、豚は 24 万頭いるがアグーは在来種では 700 頭しかいない。 

ヨーロッパでは格付けがはっきりしているので、どんぐりを餌にしているイベリコ豚はス

ペインの豚の 10％だけ。価値のあるものでないと付加価値も付かないし、ブランドにもな

らない。それ故東村の塩パインのように他と違う、価値あるものを育てなければならない

と思います、と話されました。 

 キューバはアメリカの経済封鎖の影響で農薬が輸入できなくなり、逆にそのおかげで無

農薬栽培になったので、安全・安心な農作物が取れるようになった。そしてキューバのア

セロラは甘くて大きいので、野菜と共に立派な輸出品になっています。石垣島を含む八重

山地方は、距離的に近い台湾マーケットの 2700 万人をターゲットにしたらどうか、と思っ

ています、と話されました。 

 4 月の新年度からは農業ファンドが設けられるし、国の 6 次産業化予算も、1 兆円から 

3 兆円に増額されるはずなので、是非 6 次産業化に取り組んでほしい。観光と合わせて、今

ウヤギー沖縄で取り組んでいるように、沖縄ブランドの農作物を東京で売って評価を得て、

生産者を見たい、生産現場を見たいという消費者を観光客として呼び込むことにも取り組

んでほしいと思います。もくもくファームのように客に金を出させて自分で加工させて、

それを土産として売って持って帰らせるということも考えてほしいと思います、と話され

ました。 

 講師の具体的な話を聞いて参加者は皆納得し、終了後も個別に相談にのってもらう人も

おりました。八重山地方初めてのセミナーとしては、かなり良い雰囲気の内にお開きとな

りました。 
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平成 23 年度 農業ブランドを起こす第 7回セミナー 

沖縄に農業ブランドを起こす 

テーマ「地域ブランドの仕掛け方」 

「マーケットから見た沖縄コーヒーの可能性」 

 

 

日時：平成 24 年 1 月 29 日（日）午後 2 時~4 時 

会場：沖縄観光コンベンションホール 

参加費：無料 

参加者 41 名 

 

第１部：「地域ブランドの仕掛け方」 

講師：杉本 淳 氏 

ＮＰＯ法人じゃばらむら理事長 農林水産省農林水産物・食品地域ブ

ランド化支援アドバイザー 

第２部：「マーケットから見た沖縄コーヒーの可能性」 

講師：矢崎 栄司 氏 

ＮＰＯ法人えがおつなげて顧問 農・食・環境ジャーナリスト えが

お大学院社会起業家支援コンサルタント 

 

あいさつ 

近藤 正隆 氏 

特定非営利活動法人ウヤギー沖縄理事長 

 

公演はコーディネーターの近藤氏のあいさつから始まりました。氏は、これまで農商工

連携や 6 次産業化などのセミナーを開催しながら情報収集を行ってきた結果、今後沖縄ブ

ランドとして飛躍的な発展が期待できる農産物として、わが国では沖縄でしか栽培できな

い「純国産コーヒー」を取り上げることになった。将来的には沖縄の国産コーヒーの世界

的な価値とコーヒー栽培による沖縄農業の収益拡大、更にこれに携わる若者の自立支援を

目指していきたい。このセミナーを機会に皆様方にも是非国産コーヒーの栽培に加わって

いただければと述べました。 

 

第 1部 「地域ブランドの仕掛け方」 

講師：杉本 淳 氏 

NPO 法人じゃぱむら理事長 

農林首位参照農林水産物・食品地域ブランド化支援アドバイザー 
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杉本氏は自ら手掛けた広島県世羅町と和歌山県北

山村の 2 つの地域ブランド事例を紹介しました。その

内、広島県の山間部にある世羅町について、赤梨で知

られるが全国的な知名度がなかった、しかし 2 年をか

けて地域を巻き込んで新しい商品開発を行い地域活

性化に成功した。ポイントは①高校生が開発した商品

（梨を利用したスポーツドリンク）をメディアが取り

上げた、②商品を求めて隣県からも観光客が訪れた、

③梨以外の生産農家から新しい提案がなされ運動が

新しい局面へ大きく展開していった。戦略的に取り組

んだことで現在 1 年で 10 万個の販売実績誇ると紹介

しました。 

そして、地域活性化は小さなアクション、前向き

な取り組みを考えて実践し、次第に大きなうねりにな

ることで可能となる、そして、私たちが取り組む地域

ブランドが地域活性化につながる可能性は大いにあると述べ、地域活性化につながる地域

ブランドとは「その地域の人がかかわること、地域の風土歴史、文化、いわゆる地域資源

を反映させること、これでほかの地域ではまねできない取組となる」と訴えました。 

最後に「取り組みにあたっての基本姿勢」について、①小さなアクションから実施する。

絵に描いたもちはいらない。②地域を味方につけたほうが良い。人柄の良さは大事。③外

部（市町村外）の人との連携。使い方を考えること。④前向きな姿勢で取り組むこと。超

ポジティブ思考。⑤お金はかけない。ないものはない！⑥何事も楽しんで取り組むこと、

と訴えました。 

 

第 2部 「マーケットから見た沖縄コーヒーの可能性」 

講師：矢崎 栄司 氏 

NPO 法人えがおつなげて顧問 食・農・環境ジャーナリスト 

えがお大学院社会起業化支援コンサルタント 

 

矢崎氏はまず、世界のコーヒー産業の実情を紹介し

ました。氏によると、中国やブラジルなど人口大国の

コーヒー消費が増えている。これは経済発展で国民の

生活水準が向上し、コーヒーを楽しむ人々が急速に増

えているということ。一方で生産量を急に増やすこと

はできない。世界のマーケットではコーヒーの供給が
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間に合わないという状況が続いているということです。 

続いて、日本のコーヒー輸入量は約 45 万トン、一

人当たり週に 10 杯程度消費している。消費量は横ば

いだが安定的で、特にコーヒー・コーヒー飲料として

根強い支持があると日本の現状を分析しました。 

矢崎氏によると、コーヒーに含まれるカフェイン

は自律神経を高め、利尿作用の他運動能力向上などの

効果があり、クロロゲン酸は強い抗酸化作用をもち糖

尿病、動脈硬化、がん予防に効果があるということで

す。 

ここで、矢崎氏は輸入コーヒーの安全性について疑問を投げかけました。一般的に指摘

されるのは、栽培時に農薬が使用されること、長距離輸送、長時間貯蔵の際に殺虫剤、殺

菌剤、防かび剤など（ポストハーベスト農薬）が使われていること。また、殺虫のために

臭化メチルて燻蒸するやり方は生産国で行われており、臭化メチルは「毒物および劇物取

締法」による劇物指定を受けており、このような危険なコーヒーは見直す時期に来ている

と訴えます。 

理想的な生産は、①有機栽培（有機表示は燻蒸されていないということ）であり、②生

産者・栽培履歴がわかるもの、③小規模で丁寧に生産された高品質であることであり、日

本の生産は微量で期待ができないが、沖縄は十分な可能性がある、長期輸送、貯蔵の必要

もないので完全に薬品からフリーになる大きなメリットがある、と訴えました。 

実際に矢崎氏自身が沖縄のコーヒーを浅煎りしたところ、味はまろやか、すっきりした

甘味で雑味がなく、飲みやすいので体にやさしいと実感したそうです。歴史的にも本来の

コーヒーは浅煎りで琥珀色をしていたそうで、成分の変質も少なく健康に良い。口腔や胃

などに負担をかけないで楽しめると沖縄のコーヒーのメリットを訴えました。味の違いの

分かる現代人の消費傾向は流行に左右されない本物志向で、食を文化と考える傾向にある。

コーヒーも文化、豊かな生活の一部。求められているのは価値を感じることができるスペ

シャリティーコーヒーであり、沖縄のコーヒーにはその資格が大いにあると訴えます。 

そして、世界最高の沖縄コーヒーを目指すために「食ビジネス成功のための 7 つの秘訣」

を著書から紹介。もとめられるポイントは、①個に対応する品質重視の時代であるという

認識、②消費者に学び、自らも消費者と知ること、③商品のヘビーユーザーを把握するこ

と、④反常識から発想すること、⑤情報・文化逆流の時代の認識、⑥まずはコミュニティ

ーを大事にすること、⑦ブランドイメージは「自分の言葉で！」ということです。 

公演の最後に矢崎氏は、沖縄のコーヒーにはビジネスとして大成功するとても大きな可

能性がある。皆さんのお力で是非世界一のコーヒーにして地域社会に貢献してください、

と訴えました。 


